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は
じ
め
に

　

現
存
す
る
唯
一
の
上
代
漢
詩
集
と
し
て
、『
懐
風
藻
』
の
文
学
史
的
意
義

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
意
義
を
成
し
得
た
一
つ
の
重
要
な
要
素
は
総
集

と
い
う
性
格
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。『
懐
風
藻
』
に
は
近
江
朝
か
ら
奈
良
時

代
に
か
け
て
の
約
八
十
年
の
作
品
が
編
入
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
集
に
よ
っ

て
、
別
集
で
は
成
し
得
な
い
、
上
代
漢
詩
の
大
ま
か
な
発
展
の
軌
跡
を
把
握

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
の
上
、『
懐
風
藻
』
の
序
文
に
は
日
本

文
学
史
上
最
初
の
詩
史
の
叙
述
が
な
さ
れ
て
い
る
。
詩
史
の
叙
述
が
見
え
る

と
い
う
こ
と
は
、
つ
ま
り
そ
の
編
纂
に
あ
た
っ
て
、
史
的
な
意
識
が
作
用
し

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
こ
の
日
本
文
学
史
上
最
初
の
詩
史
の
叙
述
は

一
体
ど
の
よ
う
な
漢
詩
の
歴
史
を
伝
え
よ
う
と
し
た
の
か
、
ま
た
我
々
は
こ

の
史
的
な
意
識
を
も
っ
て
、『
懐
風
藻
』
と
い
う
漢
詩
総
集
の
編
纂
を
、
ど

の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て

の
検
討
を
試
み
た
い
と
思
う
。

一
、「
懐
風
藻
序
」
の
詩
史
叙
述
を
め
ぐ
る
先
行
研
究

①
（
前
略
）
及
至
淡
海
先
帝
之
受
命
也
…
於
是
三
階
平
煥
、
四
海
殷
昌
、

旒
絋
無
為
、
巌
廊
多
暇
。
旋
招
文
学
之
士
、
時
開
置
醴
之
遊
。
当
此
之

際
、
宸
翰
垂
文
、
賢
臣
献
頌
。
雕
章
麗
筆
、
非
唯
百
篇
。
但
時
経
乱
離
、

悉
従
煨
燼
。
言
念
湮
滅
、
軫
悼
傷
懐
。

②
自
茲
以
降
、
詞
人
間
出
。
龍Ａ

潜
王
子
、
翔
雲
鶴
於
風
筆
、
鳳Ｂ

翥
天
皇
、

泛
月
舟
於
霧
渚
、
神Ｃ

納
言
之
悲
白
鬢
、
藤Ｄ

太
政
之
詠
玄
造
。
騰
茂
実
於

前
朝
、
飛
英
声
於
後
代
。（
後
略
）

（
①
淡
海
先
帝
の
命
を
受
け
た
ま
ふ
に
及お

よ至
び
て
…
是
に
三
階
平へ
い

煥く
わ
ん、

四
海
殷
昌
、
旒り
う

絋く
わ
う

無
為
、
巌が
ん

廊ら
う

暇い
と
ま

多
し
。
旋
し
ば
し
ば

文
学
の
士を
の
こを
招
き
、

時と
き
ど
きに
置ち

醴れ
い

の
遊あ
そ
びを
開
き
た
ま
ふ
。
此
の
際
に
当
り
て
、
宸し
ん

翰か
ん

文
を
垂

ら
し
、
賢
臣
頌
を
献
た
て
ま
つる
。
雕
章
麗
筆
、
唯
に
百
篇
の
み
に
非
ず
。
但た
だ

し

時
に
乱
離
を
経
、
悉
煨わ
い

燼じ
ん

に
従
ふ
。
言こ
こ

に
湮い
ん

滅め
つ

を
念
ひ
、
軫し
ん

悼た
う

し
て
懐
こ
こ
ろ

を
傷い
た

ま
し
む
。

②
茲こ

れ
自よ

り
以の

ち降
に
、
詞
人
間か
ん

出し
ゅ
つす
。
龍
潜
の
王
子
、
雲う
ん

鶴か
く

を
風
筆
に

　

「
詞
人
」
の
選
定

│
│ 『
懐
風
藻
』
に
お
け
る
上
代
詩
史
の
叙
述
を
め
ぐ
っ
て 

│
│楽

　
　
　
　
　
曲
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翔か
け

ら
せ
、
鳳ほ
う

翥し
ょ

の
天
皇
、
月げ
つ

舟し
う

を
霧
渚
に
浮
か
べ
た
ま
ひ
、
神
納
言
が

白は
く

鬢び
ん

を
悲
し
び
、
藤
太
政
が
玄
造
を
詠
め
る
。
茂も

実じ
つ

を
前
朝
に
騰あ

げ
、

英
声
を
後
代
に
飛
ば
す
。） 

（「
懐
風
藻
序
」）

　

右
に
掲
げ
た
の
は
「
懐
風
藻
序
」
の
一
部
で
あ
る１
。
こ
の
部
分
に
先
立
っ

て
、
ま
ず
詩
文
の
発
生
以
前
の
文
化
史
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
れ
に
続
い
て
、

掲
出
し
た
箇
所
で
は
日
本
の
上
代
詩
史
が
叙
述
さ
れ
る
。
こ
の
叙
述
は
主
に

①
の
天
智
朝
に
お
け
る
詩
文
の
発
生
と
②
の
そ
れ
以
後
の
詩
文
の
発
展
と
い

う
二
つ
の
部
分
に
分
け
ら
れ
る
。
本
稿
が
扱
う
の
は
即
ち
そ
の
第
二
部
分
の

詩
文
の
発
展
で
あ
る
。

Ａ
龍
潜
王
子
│
大
津
皇
子

翔
雲
鶴
於
風
筆
│
「
天
紙
風
筆
画
雲
鶴
（
天
紙
に
風
筆
雲
鶴
を
画
き
）」

（
６

「
述
志
」）
述
懐

Ｂ
鳳
翥
天
皇
│
文
武
天
皇

泛
月
舟
於
霧
渚
│
「
月
舟
移
霧
渚
（
月
舟
霧
渚
に
移
り
）」（
15
「
詠
月
」）

詠
物

Ｃ
神
納
言
│
大
神
高
市
麻
呂

悲
白
鬢
│
「
臥
病
已
白
鬢
（
病
に
臥
し
て
已
に
白し
ら

鬢が

）」（
18
「
従
駕
応
詔
」）

応
詔

Ｄ
藤
太
政
│
藤
原
不
比
等

詠
玄
造
│
「
斉
政
敷
玄
造
（
政
を
斉と
と
のへ
て
玄
造
を
敷
き
）」（
29
「
元
日
応

詔
」）
応
詔

　

右
に
示
し
た
通
り
、
こ
の
部
分
は
Ａ
大
津
皇
子
（
龍
潜
王
子
）、
Ｂ
文
武
天

皇
（
鳳
翥
天
皇
）、
Ｃ
大
神
高
市
麻
呂
（
神
納
言
）、
Ｄ
藤
原
不
比
等
（
藤
太
政
）

の
四
人
の
「
詞
人
」
及
び
彼
ら
の
作
品
の
列
挙
と
「
騰
茂
実
於
前
朝
、
飛
英

声
於
後
代
」
と
い
う
評
価
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
天
智
朝
以
後
の
作
品
と
し

て
、『
懐
風
藻
』
に
は
合
計
六
十
三
人
の
詩
作
者
の
百
十
八
首
の
詩
が
収
め

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
序
文
が
こ
の
四
人
の
四
首
の
作
品
の
み
を
選
定
す
る

理
由
は
一
体
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
は
主
に
二

つ
の
説
に
分
か
れ
る
。

　

ま
ず
川
崎
庸
之
氏
は
、
こ
の
四
人
の
選
択
に
は
政
治
的
な
価
値
観
が
働
い

て
い
る
と
主
張
す
る
。
具
体
的
に
は
大
津
皇
子
と
大
神
高
市
麻
呂
の
悲
運
へ

の
同
情
や
文
武
天
皇
と
藤
原
不
比
等
と
の
理
想
的
な
君
臣
関
係
へ
の
共
感
が

説
か
れ
て
い
る２
。
こ
の
四
人
の
生
涯
を
見
れ
ば
、
大
津
皇
子
は
若
い
年
で
謀

反
の
罪
に
よ
り
自
害
さ
せ
ら
れ
た
人
物
で
あ
り
、
高
市
麻
呂
は
そ
の
諫
言
に

よ
っ
て
、
朝
廷
に
長
く
疎
外
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
二
人
に
対
し
、
文

武
天
皇
と
不
比
等
は
律
令
国
家
の
諸
制
度
を
完
備
さ
せ
た
人
物
で
あ
る
。
こ

う
し
て
み
れ
ば
、
川
崎
氏
が
論
じ
た
政
治
上
の
不
運
者
と
理
想
的
な
君
臣
の

組
み
合
わ
せ
と
い
う
説
明
は
確
か
に
一
理
が
あ
る
が
、
し
か
し
そ
れ
に
従
う

と
、
こ
の
四
人
と
一
緒
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
作
品
の
選
定
理
由
は
説
明
が
難

し
い
。
ま
た
こ
の
四
人
は
大
津
皇
子
と
文
武
天
皇
、
高
市
麻
呂
と
不
比
等
と

い
う
二
組
み
の
形
で
掲
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
川
崎
説
の
配
列
は
そ

れ
に
当
て
は
ま
ら
な
い
。

　

川
崎
説
に
対
し
て
、
小
島
憲
之
氏
は
「
文
学
の
表
現
と
政
治
的
立
場
と
は

必
ず
し
も
一
致
し
な
い
」
と
指
摘
し
、（
編
者
が
）
昔
を
懐
っ
て
、
前
代
の
皇

族
高
官
に
限
定
し
、
し
か
も
対
句
を
も
っ
て
す
る
修
辞
の
面
で
こ
の
四
者
に

限
定
し
て
序
文
に
取
り
上
げ
た
と
主
張
す
る３
。『
懐
風
藻
』
に
お
け
る
皇
族

高
官
の
詩
作
者
を
整
理
す
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
（『
懐
風
藻
』
の
時
代
配

列
順
に
従
う
）。
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○
皇
族
│
大
友
皇
子
・
河
島
皇
子
・
大
津
皇
子
・
葛
野
王
・
文
武
天
皇
・

犬
上
王
・
大
石
王
・
山
前
王
・
大
伴
王
・
境
部
王
・
長
屋
王

○
高
官
│
正
三
位
紀
麻
呂
・
従
三
位
大
神
高
市
麻
呂
・
正
一
位
藤
原
不

比
等
・
従
三
位
石
川
石
足
・
従
二
位
大
伴
旅
人
・
正
一
位
藤
原
房

前
・
正
三
位
藤
原
宇
合
・
従
三
位
藤
原
麻
呂
・
従
三
位
丹
墀
広
成
・

従
三
位
石
上
乙
麻
呂

　

地
位
か
ら
見
れ
ば
、
皇
族
詩
作
者
の
う
ち
、
大
津
皇
子
と
文
武
天
皇
は
確

か
に
そ
の
代
表
者
か
も
し
れ
な
い
が
、
嫡
流
に
非
常
に
近
い
長
屋
王
が
選
ば

れ
な
か
っ
た
こ
と
は
不
審
で
あ
る
。
ま
た
高
官
詩
作
者
に
つ
い
て
言
え
ば
、

人
臣
の
頂
点
に
立
っ
た
不
比
等
は
と
も
か
く
と
し
て
、
従
三
位
の
高
市
麻
呂

を
取
り
上
げ
る
の
は
決
し
て
適
切
と
は
言
え
な
い
。
さ
ら
に
小
島
氏
が
指
摘

し
た
対
句
の
修
辞
を
念
頭
に
入
れ
て
考
え
る
と
、
確
か
に
こ
の
四
人
の
列
挙

は
整
っ
た
対
句
の
形
に
な
っ
て
い
る
が
、
可
能
な
組
み
合
わ
せ
は
必
ず
し
も

こ
れ
が
唯
一
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
序
文
が
記
し
た
「
藤
太
政

之
詠
玄
造
」
の
一
句
を
も
っ
て
対
句
を
作
る
の
で
あ
れ
ば
、「
神
納
言
之
悲

白
鬢
」
で
は
な
く
、
紀
麻
呂
の
「
春
日
応
詔
」（
13
）
の
「
階
梅
闘
素
蝶
（
階

梅
素
蝶
に
闘
ひ
）」
の
句
を
元
に
し
て
「
紀
納
言
之
歌
素
蝶
（
紀
納
言
が
素
蝶
を

歌
ひ
）」
と
い
っ
た
同
じ
程
度
の
表
現
も
で
き
な
く
は
な
い
の
で
、
高
市
麻

呂
詩
を
取
り
入
れ
る
必
然
性
は
な
い
。

　

改
め
て
序
文
の
記
述
を
見
る
と
、
こ
の
四
人
及
び
彼
ら
の
作
品
は
「
詞
人
」

と
い
う
身
分
の
も
と
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
「
騰
茂
実

於
前
朝
、
飛
英
声
於
後
代
」
と
い
う
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。『
漢

語
大
詞
典
』
を
引
く
と
、「
詞
人
」
の
項
目
で
は
、「
擅
長
文
辞
的
人
（
文
辞

に
長
じ
る
人
）」
と
い
う
解
釈
が
な
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
漢
籍
の
用
例
を
確

認
す
る
と
、「
詞
人
」
は
詩
人
或
い
は
騒
・
賦
の
作
者
な
ど
を
個
別
に
指
す

場
合
も
あ
る
が
、
一
般
的
に
文
辞
に
長
じ
る
人
を
指
す
例
も
見
え
る
。
何
れ

に
せ
よ
、
詩
文
の
創
作
に
長
じ
る
人
と
し
て
の
意
味
は
変
わ
ら
な
い
。
で
は
、

こ
の
四
人
を
「
詞
人
」
と
評
価
す
る
根
拠
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
た
そ
の
位
置
づ
け
に
見
え
る
「
茂
実
」
と
「
英
声
」
と
は
一
体
い
か

な
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
こ
そ
「
懐
風
藻
序
」
の
詩
史
叙
述

を
理
解
す
る
最
も
肝
心
な
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二
、
作
者
・
作
品
の
列
挙
か
ら
見
る
文
学
史
叙
述
の
方
法

（
一
）
日
中
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
や
文
学
論
の
序
文
に
お
け
る
文
学
史
の
叙
述

　

実
は
「
懐
風
藻
序
」
の
よ
う
に
、
作
者
や
作
品
を
列
挙
し
て
文
学
史
を
概

観
す
る
方
法
は
日
中
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
や
文
学
論
の
序
文
構
成
に
も
よ
く
見

ら
れ
る
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
。

ａ
（
前
略
）
古
詩
之
体
、
今
則
全
取
賦
名
。
荀
宋
表
之
於
前
、
賈
馬
継

之
於
末
。
自
茲
以
降
、
源
流
寔
繁
。
述
邑
居
、
則
有
「
憑
虚
」「
亡
是
」

之
作
。
戒
畋
遊
、
則
有
「
長
楊
」「
羽
猟
」
之
制
。
若
其
紀
一
事
、
詠

一
物
、
風
雲
草
木
之
興
、
魚
虫
禽
獣
之
流
、
推
而
広
之
、
不
可
勝
載
矣
。

（
中
略
）
詩
者
、
蓋
志
之
所
之
也
…
退
傅
有
「
在
鄒
」
之
作
、
降
将
著
「
河

梁
」
之
篇
…
頌
者
、
所
以
遊
揚
徳
業
、
褒
賛
成
功
…
吉
甫
有
「
穆
若
之

談
」、
季
子
有
「
至
矣
之
嘆
」
…
詞
人
才
子
、
則
名
溢
於
縹
囊
。
飛
文

染
翰
、
則
卷
盈
乎
緗
帙
。（
後
略
）

（
古
詩
の
体
、
今
則
ち
全
て
賦
の
名
を
取
る
。
荀
宋
之
を
前
に
表
し
、

賈
馬
之
を
末
に
継
ぐ
。
茲
自
り
以
降
、
源
流
寔
に
繁
し
。
邑
居
を
述
ぶ

れ
ば
、
則
ち
「
憑
虚
」「
亡
是
」
の
作
有
り
。
畋
遊
を
戒
む
れ
ば
、
則
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ち
「
長
楊
」「
羽
猟
」
の
制
有
り
。
若
し
其
れ
一
の
事
を
紀
し
、
一
の

物
を
詠
め
ば
、
風
雲
草
木
の
興
り
、
魚
虫
禽
獣
の
流
れ
、
推
し
て
広
め

て
、
勝
げ
て
載
す
べ
か
ら
ず
。（
中
略
）
詩
は
、
蓋
し
志
の
之
く
所
な
り

…
退
傅
に
「
在
鄒
」
の
作
有
り
、
降
将
「
河
梁
」
の
篇
を
著
す
…
頌
は
、

以
ち
て
徳
業
を
遊
揚
し
、
成
功
を
褒
賛
す
る
所
な
り
…
吉
甫
に
「
穆
若

の
談
」
有
り
、
季
子
に
「
至
矣
の
嘆
」
有
り
…
詞
人
才
子
、
則
ち
名
は

縹
嚢
に
溢
れ
、
飛
文
染
翰
、
則
ち
巻
は
緗
帙
に
盈
て
り
。）（「

文
選
序
」）

ｂ
（
前
略
）
永
嘉
時
、
貴
黄
老
、
稍
尚
虚
談
。
於
時
篇
什
、
理
過
其
辞
、

淡
乎
寡
味
。
爰
及
江
表
、
微
波
尚
伝
。
孫
綽
・
許
詢
・
桓
・
庾
諸
公
詩
、

皆
平
典
似
道
徳
論
、
建
安
風
力
尽
矣
。
先
是
郭
景
純
用
俊
上
之
才
、
変

創
其
体
。
劉
越
石
仗
清
剛
之
気
、
賛
成
厥
美
。
然
彼
衆
我
寡
、
未
能
動

俗
。
逮
義
熙
中
、
謝
益
寿
斐
然
継
作
。
元
嘉
中
有
謝
霊
運
、
才
高
詞
盛
、

富
艶
難
蹤
、
固
已
含
跨
劉
・
郭
、
陵
轢
潘
・
左
。
故
知
、
陳
思
為
建
安

之
傑
、
公
幹
・
仲
宣
為
輔
。
陸
機
為
太
康
之
英
、
安
仁
・
景
陽
為
輔
。

謝
客
為
元
嘉
之
雄
、
顔
延
年
為
輔
。
斯
皆
五
言
之
冠
冕
、
文
詞
之
命
世

也
。（
後
略
）

（
永
嘉
の
時
、
黄
老
を
貴
び
、
稍
虚
談
を
尚
ふ
。
時
に
篇
什
は
、
理
其

の
辞
を
過
ぎ
、
淡
乎
と
し
て
味
寡
し
。
爰
に
江
表
に
及
び
、
微
波
尚
ほ

伝
ふ
。
孫
綽
・
許
詢
・
桓
・
庾
諸
公
の
詩
、
皆
平
典
と
し
て
道
徳
論
の

似
く
、
建
安
の
風
力
尽
き
た
り
。
是
よ
り
先
に
郭
景
純
俊
上
の
才
を
用

ゐ
て
、
其
の
体
を
変
へ
創
る
。
劉
越
石
清
剛
の
気
に
仗
り
て
、
厥
の
美

を
賛
け
成
す
。
然
る
に
彼
衆
く
我
寡
け
れ
ば
、
未
だ
俗
を
動
か
す
こ
と

に
能
は
ず
。
義
熙
中
に
逮
び
、
謝
益
寿
斐
然
と
し
て
継
作
す
。
元
嘉
中

に
謝
霊
運
有
り
、
才
高
く
詞
盛
ん
な
り
、
富
艶
と
し
て
蹤
ひ
難
く
、
固

よ
り
已
に
劉
・
郭
を
含
跨
し
、
潘
・
左
を
陵
轢
す
。
故
に
知
る
、
陳
思

建
安
の
傑
た
り
、
公
幹
・
仲
宣
輔
た
り
。
陸
機
太
康
の
英
た
り
、
安
仁
・

景
陽
輔
た
り
。
謝
客
元
嘉
の
雄
た
り
、
顔
延
年
輔
た
り
。
斯
れ
皆
五
言

の
冠
冕
、
文
詞
の
命
世
な
り
。） 

（「
詩
品
序
」）

　

右
の
ａ
は
「
文
選
序
」
に
お
け
る
文
学
史
の
叙
述
で
あ
る
。
実
線
部
で
は
、

各
文
学
体
裁
に
お
け
る
代
表
的
な
作
者
（「
荀
宋
」（
荀
子
・
宋
玉
な
ど
））
や
作

品
（「
在
鄒
詩
」（「
在
鄒
」）、「
与
蘇
武
」（「
河
梁
」）
な
ど
）
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

点
線
部
で
は
、
同
じ
賦
の
体
裁
で
作
ら
れ
た
作
品
（「
西
京
賦
」（「
憑
虚
」）、「
上

林
賦
」（「
亡
是
」）
な
ど
）
が
題
材
ご
と
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、

ｂ
は
南
朝
梁
の
鐘
嶸
が
著
し
た
文
学
評
論
集
『
詩
品
』
の
序
文
に
お
け
る
詩

史
の
叙
述
で
あ
り
、
代
表
的
な
詩
人
は
ま
ず
そ
の
活
躍
時
期
（「
永
嘉
時
」、「
義

熙
中
」）
に
よ
っ
て
大
別
さ
れ
、
さ
ら
に
そ
の
詩
風
（「
平
典
似
道
德
論
」、「
清

剛
之
気
」
な
ど
）
や
文
業
（「
変
創
其
体
」、「
賛
成
厥
美
」
な
ど
）
に
よ
っ
て
配
列

さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
二
つ
の
資
料
は
、
何
れ
も
文
学
者
或
い
は
文
学
作
品
の
列
挙
を
通

し
、
文
学
史
を
叙
述
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
対
象

の
選
定
基
準
が
作
者
の
地
位
に
よ
る
か
、
個
性
に
よ
る
か
、
或
い
は
作
品
の

体
裁
に
よ
る
か
、
題
材
に
よ
る
か
と
い
っ
た
序
文
作
者
の
作
意
は
そ
れ
ぞ
れ

異
な
る
。『
懐
風
藻
』
成
立
前
の
中
国
の
詩
文
集
や
文
学
論
の
序
文
に
見
え

る
文
学
史
の
叙
述
は
ほ
ぼ
こ
う
し
た
配
列
基
準
の
何
れ
か
に
基
づ
く
も
の
で

あ
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
漢
籍
の
影
響
を
も
と
に
、「
懐
風
藻
序
」
を
は
じ
め
と

す
る
日
本
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
の
序
文
が
作
者
や
作
品
を
列
挙
す
る
と
き
も
、
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主
に
以
上
の
よ
う
な
選
定
基
準
を
用
い
て
い
る
。

ｃ
（
前
略
）
或
気
骨
弥
高
、
諧
風
騒
於
声
律
、
或
軽
清
漸
長
、
映
綺
靡

於
艶
流
。
可
謂
輅
変
椎
而
増
華
、
氷
生
水
以
加
厲
。
英
声
因
而
掩
後
、

逸
価
藉
而
冠
先
。（
後
略
）

（
或
は
気
骨
弥
高
く
、
風
騒
を
声
律
に
諧
へ
、
或
は
軽
清
漸
く
に
長
け
、

綺
靡
を
艶
流
に
映
す
。
輅
は
椎
よ
り
変
は
り
て
華
を
増
し
、
氷
は
水
よ

り
生
り
て
厲
し
き
を
加
ふ
と
謂
ふ
べ
し
。
英
声
因
り
て
後
を
掩
ひ
、
逸

価
藉
り
て
先
に
冠
る
。） 

（「
文
華
秀
麗
集
序
」）

ｄ
（
前
略
）
楚
漢
以
来
、
詞
人
踵
武
、
洛
汭
江
左
、
其
流
尤
隆
。
楊
雄

法
言
之
愚
、
破
道
而
有p

罪
、
魏
文
典
論
之
智
、
経
国
而
無
窮
。
…
方
今
、

梁
園
臨
宴
之
操
、
贍
筆
精
英
、
縉
紳
俊
民
之
才
、
諷
託
驚
抜
。
或
強
識

稽
古
、
或
射
策
絶
倫
、
或
苞
蓄
神
奇
、
或
潜
摸
旧
製
。（
後
略
）

（
楚
漢
よ
り
以
来
、
詞
人
武
を
踵
ぎ
、
洛
汭
江
左
、
其
の
流
尤
も
隆
な

り
。
楊
雄
が
法
言
の
愚
、
道
を
破
り
て
罪
有
り
、
魏
文
が
典
論
の
智
、

国
を
経
め
て
窮
無
し
。
…
方
今
、
梁
園
臨
宴
の
操
、
贍
筆
精
英
な
り
、

縉
紳
俊
民
の
才
、
諷
託
驚
抜
な
り
。
或
い
は
強
識
古
を
稽
ふ
、
或
い
は

射
策
倫
を
絶
つ
。
或
い
は
神
奇
を
苞
蓄
す
、
或
い
は
旧
製
を
潜
摸
す
。）

（「
経
国
集
序
」）

　
『
懐
風
藻
』
成
立
後
の
代
表
的
な
漢
文
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
と
言
え
ば
、
最
初

に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
「
勅
撰
三
集
」
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
「
凌
雲
集
序
」

に
は
、
天
皇
の
詩
文
重
視
の
姿
勢
の
も
と
に
行
わ
れ
た
と
い
う
集
の
編
纂
動

機
の
み
が
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
詩
史
に
対
す
る
言
及
が
見
当
た
ら
な

い
。
残
り
の
ｃ
「
文
華
秀
麗
集
序
」
や
ｄ
「
経
国
集
序
」
の
文
学
史
叙
述
に

お
け
る
作
者
や
作
品
の
列
挙
は
右
の
よ
う
に
な
る
。
ま
ず
「
文
華
秀
麗
集
序
」

に
お
い
て
は
、
当
時
の
作
品
が
「
気
骨
弥
高
」
や
「
軽
清
漸
長
」
と
い
っ
た

二
つ
の
詩
風
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
「
経
国
集
序
」
に
お
い

て
、
ま
ず
実
線
部
で
は
、
中
国
の
従
来
の
詩
文
が
地
域
（「
洛
汭
」「
江
左
」）・

役
割
（「
破
道
」「
経
国
」）
と
い
っ
た
基
準
に
よ
っ
て
概
説
さ
れ
、
続
い
て
点

線
部
で
は
、
日
本
の
当
時
の
詩
文
が
そ
れ
ぞ
れ
の
性
格
（「
贍
筆
精
英
」「
諷
託

驚
抜
」「
強
識
稽
古
」「
射
策
絶
倫
」
な
ど
）
に
よ
っ
て
並
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

以
上
の
日
中
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
や
文
学
論
の
序
文
に
よ
れ
ば
、
作
者
や
作

品
の
列
挙
を
通
し
て
文
学
史
を
概
観
す
る
時
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
選
定
基
準

と
し
て
は
、
作
者
の
文
業
や
個
性
、
或
い
は
作
品
の
体
裁
・
題
材
・
性
格
・

役
割
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
で
は
、「
懐
風
藻
序
」
の
場
合
は
ど
う
か
。

（
二
）
作
者
の
選
定
か
ら
見
る
「
懐
風
藻
序
」
の
詩
史
叙
述

　

改
め
て
前
章
で
整
理
し
た
「
懐
風
藻
序
」
の
詩
史
叙
述
を
見
る
と
、
序
文

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
作
品
は
、
述
懐
・
詠
物
・
応
詔
と
い
っ
た
三
つ
の
詩
型

に
分
か
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
何
れ
も
『
懐
風
藻
』
に
複
数
の
類
作
が
見
え
る
。

作
品
の
み
を
選
定
基
準
に
し
た
な
ら
ば
、
こ
の
四
首
を
特
定
し
て
取
り
上
げ

る
必
然
性
は
な
い
。
従
っ
て
、
詩
史
の
叙
述
に
あ
た
っ
て
、
作
品
の
選
定
よ

り
も
、
お
そ
ら
く
作
者
の
選
定
が
優
先
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
で
は
、
こ
の

四
人
の
「
詞
人
」
は
ど
の
よ
う
な
基
準
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
の
か
。

　

ま
ず
、
大
津
皇
子
に
つ
い
て
、『
懐
風
藻
』
に
は
彼
の
四
首
の
詩
が
収
録

さ
れ
、
四
番
目
に
多
い
。
そ
の
作
品
の
独
創
性
や
草
分
け
的
な
文
学
史
的
位

置
は
夙
に
先
学
に
評
価
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る４
。
壬
申
の
乱
と
い
っ
た
当
時

の
時
代
環
境
の
影
響
に
よ
り
、
天
智
朝
に
始
ま
っ
た
朝
廷
主
導
の
詩
文
創
作

は
ほ
ぼ
中
断
さ
れ
た５
。
そ
の
よ
う
な
環
境
に
あ
っ
た
天
武
・
持
統
朝
で
は
、

大
津
皇
子
の
よ
う
な
漢
文
能
力
や
創
作
意
欲
を
有
す
る
詩
作
者
の
存
在
が
持
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つ
意
味
は
大
き
い
。

　

文
武
天
皇
は
『
懐
風
藻
』
に
お
け
る
唯
一
の
詩
人
天
皇
で
あ
る
。
三
首
の

作
品
が
『
懐
風
藻
』
中
に
収
録
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
二
首
が
詠
物
詩
で
、
何

れ
も
綿
密
な
修
辞
や
典
故
を
用
い
た
巧
緻
な
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、

藤
原
不
比
等
の
収
録
詩
数
は
五
首
、『
懐
風
藻
』
に
お
い
て
二
番
目
に
多
く
、

し
か
も
元
日
詩
・
春
日
詩
・
七
夕
詩
・
吉
野
詩
と
い
っ
た
公
宴
遊
覧
詩
の
四

つ
の
類
型
を
扱
っ
て
い
る
。
彼
の
詩
才
も
既
に
先
学
に
評
価
さ
れ
た
と
こ
ろ

で
あ
る６
。
天
武
・
持
統
朝
の
朝
廷
主
導
の
詩
文
創
作
の
不
振
に
ひ
き
か
え
、

文
武
朝
で
は
、
公
宴
遊
覧
詩
の
全
類
型
は
ほ
ぼ
揃
っ
て
き
た
。『
懐
風
藻
』

の
み
に
よ
っ
て
当
時
の
詩
文
創
作
の
実
態
を
判
断
す
る
の
は
難
し
い
か
も
し

れ
な
い
が
、
収
録
さ
れ
た
作
品
の
質
や
量
か
ら
み
れ
ば
、
少
な
く
と
も
編
者

に
と
っ
て
、
文
武
天
皇
と
藤
原
不
比
等
は
当
時
の
理
想
的
な
作
詩
環
境
を
保

証
し
、し
か
も
代
表
し
う
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
三
人
は
い
ず
れ
も
政
治
上
の
中
心
人
物
、
し
か
も
当
時
の
詩
壇
の

主
導
者
で
あ
る
。
彼
ら
は
そ
の
文
業
に
よ
っ
て
、
天
智
朝
以
後
の
詩
壇
代
表

に
選
ば
れ
た
と
し
て
も
何
の
不
自
然
も
な
い
が
、
問
題
な
の
は
残
り
の
高
市

麻
呂
で
あ
る
。『
懐
風
藻
』
に
収
録
さ
れ
た
彼
の
作
品
は
序
文
に
取
り
上
げ

ら
れ
た
「
従
駕
応
詔
」
詩
の
み
、
彼
に
関
す
る
文
学
関
係
の
記
録
は
、『
万

葉
集
』（
巻
九
、
一
七
七
〇
・
一
七
七
一
）
や
『
歌
経
標
式
』（「
雑
体
」）
に
収
録

さ
れ
た
三
首
の
和
歌
し
か
な
い
。
で
は
、
な
ぜ
彼
は
他
の
三
人
と
一
緒
に
取

り
上
げ
ら
れ
た
の
か
。「
詞
人
」
の
肩
書
き
に
相
当
す
る
文
業
が
高
市
麻
呂

に
は
見
え
な
い
以
上
、
そ
の
作
品
の
個
性
か
ら
考
え
る
し
か
な
い
。

臥
病
已
白
鬢
0

0

、
意
謂
入
黄
塵
。
不
期
逐
恩
詔
、
従
駕
上
林
春
。

松
岩
鳴
泉
落
、
竹
浦
笑
花
新
。
臣
是
先
進
輩
、
濫
陪
後
車
賓
。

（
病
に
臥
し
て
已
に
白
鬢
、
意こ
こ
ろに
謂お
も

へ
ら
く
黄よ
み
ぢ塵
に
入
ら
む
と
。
不お
も
は
ぬ期

に
恩
詔
を
逐
ひ
、
駕が

に
従
ふ
上
林
の
春
。
松
岩
鳴
泉
落
ち
、
竹
浦
笑
花

新
し
。
臣
は
是
れ
先
進
の
輩
と
も
が
ら、
濫
り
て
陪は
べ

る
後
車
の
賓
ま
ら
ひ
と。）

（
高
市
麻
呂
「
従
駕
応
詔
」『
懐
風
藻
』）

　

右
に
掲
げ
た
の
は
『
懐
風
藻
』
に
収
録
さ
れ
た
高
市
麻
呂
の
唯
一
の
作
品

で
あ
る
。
こ
の
詩
の
主
旨
は
、
病
に
臥
し
て
年
を
取
っ
た
自
分
が
再
び
行
幸

の
列
に
招
か
れ
た
こ
と
に
対
す
る
感
謝
や
恐
縮
の
情
で
あ
る
。
し
か
し
「
懐

風
藻
序
」
に
そ
の
主
旨
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
「
悲
白
鬢
（
白
鬢
を
悲
し

び
）」
と
い
う
文
言
で
あ
る
。こ
の
文
言
は
詩
の
最
初
の
二
句
「
臥
病
已
白
鬢
、

意
謂
入
黄
塵
」
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
病
に
伏
し
て
い
た
長
い
間
、
自
分

は
年
を
と
り
、
そ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
う
の
か
と
思
っ
た
慨
嘆
を
示
し
て
い

る
。
詩
の
全
体
の
構
成
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
慨
嘆
は
た
だ
文
武
天
皇
の
恩
典

の
あ
り
が
た
さ
を
取
り
立
て
る
た
め
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
だ
け
で
、
詩

の
主
旨
で
は
な
い
。
も
し
こ
れ
が
誤
読
で
な
い
な
ら
ば
、「
悲
白
鬢
」
を
意

図
的
に
強
調
し
よ
う
と
し
た
編
者
の
作
意
が
あ
っ
た
と
し
か
解
釈
で
き
な

い
。
で
は
、
編
者
は
な
ぜ
高
市
麻
呂
詩
の
本
来
の
主
旨
を
変
え
て
ま
で
、「
悲

白
鬢
」
を
取
り
た
て
よ
う
と
し
た
の
か
。

　

実
は
『
懐
風
藻
』
に
収
録
さ
れ
た
作
品
の
う
ち
に
、「
悲
白
鬢
」
と
同
じ

よ
う
な
「
歎
老
」
の
趣
旨
を
持
つ
「
霜
花
逾
入
鬢
（
霜
花
逾
い
よ
い
よ

鬢
に
入
り
）」

（
117
石
上
乙
麻
呂
「
贈
旧
識
」）
の
句
が
見
え
る
。
こ
の
詩
の
作
者
石
上
乙
麻
呂

は
、
高
市
麻
呂
と
同
じ
よ
う
に
従
三
位
の
極
官
を
持
つ
人
物
で
あ
る
。
彼
は

個
人
の
漢
詩
別
集
『
銜
悲
藻
』
二
巻
（
佚
書
）
を
著
し
、『
万
葉
集
』
に
も
二

首
の
和
歌
（
巻
三
、
三
六
八
・
三
七
四
）
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
み

れ
ば
、
高
市
麻
呂
よ
り
も
む
し
ろ
石
上
乙
麻
呂
の
方
が
よ
り
「
詞
人
」
の
肩
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書
き
に
相
応
し
い
と
思
わ
れ
る
。
も
し
編
者
が
単
に
「
嘆
老
」
の
テ
ー
マ
を

取
り
立
て
よ
う
と
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
高
市
麻
呂
の
応
詔
詩
よ
り
、
明
ら
か

に
こ
の
乙
麻
呂
詩
の
方
が
よ
り
好
都
合
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
序
文
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
作
品
の
選
定
基
準
は
決
し
て
詩
の
テ
ー
マ
で
は
な
い
。
で
は
、

乙
麻
呂
を
含
む
前
掲
の
『
懐
風
藻
』
の
他
の
詩
作
者
に
比
べ
、
高
市
麻
呂
と

そ
の
作
品
が
持
つ
特
異
性
は
一
体
ど
こ
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
日
本
書
紀
』
の
記
述
（
持
統
六
年
二
月
丁
酉
条
と
同
年
三
月
丙
寅
条
）
に
よ

れ
ば
、
持
統
六
年
、
持
統
天
皇
の
伊
勢
行
幸
を
農
事
へ
の
妨
害
と
し
て
、
高

市
麻
呂
は
官
位
を
か
け
て
二
回
に
わ
た
っ
て
諫
言
し
た
が
認
め
ら
れ
ず
、
文

武
朝
の
大
宝
二
年
（
七
〇
二
）
ま
で
の
長
い
間
朝
廷
に
疎
外
さ
れ
た
。
こ
の

事
件
に
よ
っ
て
、
彼
は
忠
臣
の
模
範
と
さ
れ
た
。
同
じ
『
懐
風
藻
』
に
は
彼

の
生
涯
を
嘆
く
二
首
の
作
品
が
収
め
ら
れ
（
藤
原
麻
呂
「
過
神
納
言
墟　

二
首
」

（
95
・
96
））、
平
安
初
期
に
成
立
し
た
『
日
本
霊
異
記
』
に
も
こ
の
事
件
を
も

と
に
す
る
説
話
が
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
に
よ
る
と
、
こ
の
諫
言
事
件
に

よ
っ
て
、
彼
は
長
い
間
、
文
学
化
さ
れ
る
ほ
ど
の
知
名
度
を
有
し
た
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
前
掲
し
た
『
懐
風
藻
』
所
収
の
高
市
麻
呂
詩
に
つ
い
て
も
、「
白

鬢
」
の
語
が
示
す
作
者
の
年
齢
、「
不
期
」
の
語
が
示
す
予
想
外
の
驚
き
や

感
激
、
さ
ら
に
応
詔
詩
の
主
題
と
し
て
は
異
例
な
述
懐
表
現
に
よ
っ
て
、
諸

注
や
先
行
研
究
は
凡
そ
当
該
詩
を
こ
の
諫
言
事
件
に
関
係
す
る
も
の
と
判
断

す
る７
。
実
の
と
こ
ろ
、
こ
の
作
品
の
冒
頭
の
慨
嘆
が
本
当
に
諫
言
事
件
を
意

識
し
て
い
る
か
ど
う
か
は
判
断
し
難
い
。
し
か
し
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
慨

嘆
は
た
だ
天
皇
の
恩
典
の
あ
り
が
た
さ
を
取
り
立
て
る
た
め
の
役
割
を
果
た

し
て
い
る
だ
け
で
、
何
れ
に
せ
よ
、
再
び
行
幸
の
列
に
招
か
れ
た
こ
と
に
対

す
る
感
謝
や
恐
縮
の
情
が
当
該
詩
の
主
旨
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、『
懐
風
藻
』
の
序
文
が
「
詞
人
」
に
相
応
し
く
な
い
高
市

麻
呂
を
取
り
上
げ
、
し
か
も
そ
の
作
品
の
主
旨
を
無
視
し
、「
悲
白
鬢
」
と

い
う
諫
言
事
件
の
こ
と
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
表
現
を
前
面
に
取
り
上
げ
る

の
は
、
編
者
が
こ
の
作
品
を
諫
言
事
件
と
関
係
づ
け
よ
う
と
し
て
、
意
識
的

に
そ
れ
を
詩
史
の
叙
述
に
取
り
込
ん
だ
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

諫
言
事
件
に
関
係
す
る
も
の
と
見
て
、
公
的
政
治
世
界
の
角
度
か
ら
改
め

て
高
市
麻
呂
の
こ
の
作
品
を
考
え
る
と
、
白
鬢
を
悲
し
む
こ
と
は
即
ち
諫
臣

と
し
て
の
高
市
麻
呂
の
賢
臣
像
を
成
す
と
こ
ろ
と
な
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、

こ
の
よ
う
な
賢
臣
を
朝
廷
に
呼
び
戻
し
た
文
武
天
皇
の
聖
君
像
も
自
然
に
浮

か
び
上
が
っ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。
先
学
に
よ
っ
て
既
に
論
じ
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、『
懐
風
藻
』
の
編
纂
当
時
は
、
諫
臣
と
聖
君
の
理
想
的

な
政
治
構
図
が
特
に
提
唱
さ
れ
て
い
た８
。
従
っ
て
、
漢
詩
と
い
う
媒
介
を
通

し
て
こ
の
理
想
的
な
政
治
構
図
を
反
映
し
た
特
殊
な
人
物
や
作
品
と
し
て
、

高
市
麻
呂
や
そ
の
詩
が
序
文
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
と
も
理
解
で
き
る
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

（
三
）
作
品
の
選
定
か
ら
見
る
『
懐
風
藻
』
の
詩
史
叙
述

　

以
上
の
論
述
で
は
、『
懐
風
藻
』
の
詩
史
叙
述
に
お
け
る
四
人
の
詩
作
者

の
選
定
理
由
に
つ
い
て
、
検
討
を
試
み
た
。
し
か
し
、
こ
れ
で
問
題
の
す
べ

て
が
解
決
さ
れ
た
と
は
言
え
な
い
。
一
首
の
作
品
し
か
収
録
さ
れ
て
い
な
い

高
市
麻
呂
と
異
な
り
、
他
の
三
人
は
、
何
れ
も
多
数
の
作
品
が
『
懐
風
藻
』

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、
こ
れ
ら
の
作
品
は
ま
た
い
か
な
る
基
準
に

よ
っ
て
選
ば
れ
た
の
か
。

　

改
め
て
序
文
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
四
人
の
作
品
を
見
る
と
、
大
津
皇
子
の

四
首
の
作
品
の
う
ち
、
選
ば
れ
た
の
は
左
掲
の
「
述
志
」
で
あ
る
。
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天
紙
風
筆
画
雲
鶴
、
山
機
霜
杼
織
葉
錦
。

（
天
紙
風
筆
雲
鶴
を
画
き
、
山
機
霜
杼
葉
錦
を
織
る
。）

（
大
津
皇
子
「
述
志
」）

　

こ
の
詩
は
二
句
し
か
残
さ
れ
て
い
な
い
残
欠
の
作
品
で
あ
る
。
壮
大
な
視

点
で
空
の
紙
に
風
の
筆
が
鶴
の
よ
う
な
雲
を
描
き
、
山
の
織
機
で
霜
の
杼
が

錦
の
よ
う
な
葉
を
織
り
出
す
と
い
う
擬
人
化
の
表
現
を
通
し
、
自
然
の
巧
み

な
工
夫
を
描
い
て
い
る９
。
完
全
な
作
品
を
さ
し
お
い
て
、
わ
ざ
わ
ざ
こ
の
残

欠
の
作
品
を
取
り
入
れ
た
こ
と
は
、
や
は
り
代
表
作
の
列
挙
を
越
え
る
編
者

の
意
図
を
反
映
し
て
い
よ
う
。

　
『
懐
風
藻
』
に
収
録
さ
れ
た
文
武
天
皇
の
三
首
の
作
品
の
う
ち
、
序
文
に

選
ば
れ
た
の
は
「
詠
月
」
で
あ
る
。
序
文
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
月
舟
移
霧

渚
」
の
一
句
が
示
す
よ
う
に
、
こ
の
詩
は
月
の
舟
が
霧
の
渚
に
移
る
と
い
う

夜
の
風
情
を
繊
細
に
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
、
不
比
等
の
五
首

の
作
品
の
う
ち
か
ら
選
ば
れ
た
の
は
「
元
日
応
詔
」
で
あ
る
。
序
文
に
取
り

上
げ
ら
れ
た
「
斉
政
敷
玄
造
」
の
一
句
が
示
す
よ
う
に
、
造
化
の
よ
う
な
天

皇
の
徳
へ
の
賛
美
が
そ
の
主
旨
で
あ
る
。

　

こ
の
三
首
の
作
品
を
前
述
の
高
市
麻
呂
詩
と
合
せ
て
見
る
と
、「
懐
風
藻

序
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
作
品
の
内
容
構
成
は
大
津
皇
子
と
文
武
天
皇
の
自

然
描
写
、
不
比
等
の
君
徳
賛
美
、
そ
し
て
高
市
麻
呂
の
人
生
慨
嘆
と
な
る
。

自
然
描
写
が
二
首
、
君
徳
賛
美
と
人
生
慨
嘆
が
そ
れ
ぞ
れ
一
首
と
、
か
な
り

不
釣
り
合
い
な
も
の
に
見
え
る
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
作
品
の
題
材
を
見
る

と
、
大
津
皇
子
の
作
品
は
述
懐
、
文
武
天
皇
の
作
品
は
詠
物
、
高
市
麻
呂
と

不
比
等
の
作
品
は
共
に
応
詔
で
あ
る
の
で
、
や
は
り
不
釣
り
合
い
で
あ
る
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
作
品
の
列
挙
を
通
し
て
文
学
史
を
概
観
す
る
時
、
日
中

の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
や
文
学
論
が
よ
く
用
い
る
選
定
基
準
と
し
て
は
、
作
品
の

体
裁
・
題
材
・
性
格
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
基
準
、
例
え

ば
前
述
の
詩
の
主
旨
や
題
材
な
ど
を
も
っ
て
、
序
文
に
述
べ
ら
れ
た
「
茂
実
」

や
「
英
声
」
の
内
実
に
当
て
嵌
め
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ど
う
し
て
も
説
明

し
き
れ
な
い
部
分
が
あ
る
。
勿
論
、「
騰
茂
実
」
と
「
飛
英
声
」
は
単
一
の

基
準
か
ら
で
は
な
く
、
複
数
の
要
素
に
基
づ
い
て
下
さ
れ
た
判
断
で
あ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
し
て
も
、
六
十
四
人
の
詩
作
者
の
百
二
十
首

の
作
品
に
対
し
て
、
あ
る
統
一
さ
れ
た
基
準
が
な
け
れ
ば
、
四
人
の
四
首
の

作
品
だ
け
を
特
定
す
る
こ
と
は
到
底
で
き
ま
い
。

三
、
文
学
活
動
か
ら
見
る
「
詞
人
」
の
選
定

　

以
上
の
論
述
に
よ
る
と
、
編
者
が
大
津
皇
子
・
文
武
天
皇
・
不
比
等
の
作

品
を
序
文
に
取
り
上
げ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
幾
つ
か
の
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
が
、
高
市
麻
呂
や
そ
の
作
品
を
取
り
上
げ
た
の
は
お
そ
ら
く
諫
言
事
件

と
の
関
連
性
の
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
前
述
の
通
り
、『
懐
風
藻
』
に

お
い
て
、
述
懐
的
な
表
現
或
い
は
応
詔
詩
は
他
に
も
見
え
る
。
高
市
麻
呂
詩

の
特
異
性
と
言
え
る
も
の
は
、
即
ち
諫
臣
と
聖
君
で
構
成
さ
れ
た
理
想
的
な

政
治
世
界
が
そ
の
詠
作
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
編
者
に
と
っ

て
、
こ
の
詩
の
価
値
は
修
辞
の
良
し
悪
し
、
或
い
は
詠
ま
れ
た
対
象
の
斬
新

さ
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
面
の
要
素
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
諫
言
事
件
の
当
事

者
が
自
分
を
朝
廷
に
呼
び
戻
し
た
天
皇
の
恩
典
を
詩
に
詠
み
込
ん
だ
と
い
う

詩
文
創
作
の
行
為
自
体

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
あ
る
も
の
と
言
え
よ
う
。

　

こ
の
認
識
を
踏
ま
え
、
改
め
て
文
学
活
動
の
実
行
と
い
う
面
か
ら
「
懐
風

藻
序
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
詩
作
者
や
作
品
を
見
る
と
、
こ
の
四
人
の
作
詩
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実
践
は
大
き
く
大
津
皇
子
や
文
武
天
皇
の
自
然
詠
作
と
不
比
等
や
高
市
麻
呂

の
人
事
詠
作
に
分
け
ら
れ
る
。
大
津
皇
子
の
「
翔
雲
鶴
於
風
筆
」
と
文
武
天

皇
の
「
泛
月
舟
於
霧
渚
」
と
い
っ
た
自
然
詠
作
に
は
、
貴
族
た
ち
の
風
雅
が

反
映
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
、
不
比
等
の
「
詠
玄
造
」
と
高
市
麻
呂
の

「
悲
白
鬢
」
と
の
人
事
詠
作
に
は
、
官
人
た
ち
の
政
治
生
活
が
見
え
て
く
る
。

さ
ら
に
こ
の
二
組
の
構
成
を
具
体
的
に
示
す
と
、
景
物
の
全
体
像
に
集
中
す

る
大
津
皇
子
の
気
宇
壮
大
な
詠
作
に
対
し
、
文
武
天
皇
の
方
は
景
物
が
醸
し

出
す
風
情
に
集
中
し
繊
細
に
見
え
る
。「
君
賢
な
れ
ば
、
臣
頌
す
」
と
い
う

治
世
を
表
す
不
比
等
の
詠
作
に
対
し
、
高
市
麻
呂
の
詠
作
は
「
君
明
な
れ
ば
、

臣
諫
す
」
と
い
う
理
想
的
な
君
臣
関
係
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
四
人
の
作
詩

実
践
は
、
併
せ
て
感
性
世
界
と
現
実
世
界
が
共
に
充
実
し
て
い
る
理
想
的
な

貴
族
の
あ
り
よ
う
を
描
い
て
い
る
。

　

自
然
の
様
態
と
風
情
及
び
人
事
の
君
徳
と
臣
義
は
、
何
れ
も
詩
の
詠
作
対

象
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
四
つ
の
作
品
が
選
ば
れ
た
の
は
、
詠
作
対
象
或

い
は
詠
み
方
と
い
っ
た
作
品
内
部
の
価
値
の
た
め
で
は
な
く
、
詠
作
と
い
う

創
作
行
為
に
よ
り
、
理
想
的
な
貴
族
の
あ
り
よ
う
が
そ
こ
に
反
映
さ
れ
た
と

い
う
作
品
外
部
の
価
値
の
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
作
品
外
部
の
価
値
こ

そ
こ
の
四
つ
の
作
品
が
選
ば
れ
た
理
由
で
あ
る
こ
と
は
、
詩
文
創
作
と
い
う

文
学
活
動
の
視
点
を
有
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
見
え
て
く
る
も
の
で
あ

る
。
そ
う
す
る
と
、「
騰
茂
実
於
前
朝
、
飛
英
声
於
後
代
」
と
い
う
序
文
の

評
価
も
理
想
的
な
貴
族
の
あ
り
よ
う
を
象
徴
す
る
こ
の
四
人
の
詩
文
創
作
活

動
を
対
象
と
す
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

①
（
前
略
）
及
至
淡
海
先
帝
之
受
命
也
…
於
是
三
階
平
煥
、
四
海
殷
昌
、

旒
絋
無
為
、
巌
廊
多
暇
。
旋
招
文
学
之
士
、
時
開
置
醴
之
遊
。
当
此
之

際
、
宸
翰
垂
文
、
賢
臣
献
頌
。
雕
章
麗
筆
、
非
唯
百
篇
。
但
時
経
乱
離
、

悉
従
煨
燼
。
言
念
湮
滅
、
軫
悼
傷
懐
。（
後
略
） 

（「
懐
風
藻
序
」）

　

右
に
再
掲
し
た
「
懐
風
藻
序
」
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
日
本
に
お
け
る
詩
文

の
発
生
は
天
智
天
皇
の
治
世
が
あ
っ
て
こ
そ
初
め
て
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ

り
、
つ
ま
り
詩
文
の
発
生
は
政
治
上
の
余
裕
が
前
提
と
さ
れ
て
い
る
。
逆
に

言
え
ば
、
も
し
詩
文
の
創
作
が
隆
盛
で
あ
れ
ば
、
そ
の
時
代
は
即
ち
治
世
と

も
言
え
よ
うＡ
。
異
邦
か
ら
伝
来
し
た
文
字
や
体
裁
で
作
ら
れ
た
文
学
作
品
と

し
て
、日
本
の
漢
詩
は
初
め
か
ら
一
種
の
公
式
性
を
持
っ
て
い
る
。特
に
『
懐

風
藻
』
が
成
立
し
た
上
代
に
お
い
て
は
、
詩
文
の
創
作
と
政
治
・
社
会
な
ど

公
的
な
環
境
と
は
実
に
密
接
不
可
分
の
関
係
を
持
っ
て
い
る
。「
懐
風
藻
序
」

に
取
り
上
げ
ら
れ
た
四
人
の
「
詞
人
」
の
う
ち
の
三
人
は
、
当
時
の
詩
文
創

作
の
主
導
者
で
あ
り
な
が
ら
、政
治
世
界
の
中
心
人
物
で
も
あ
る
。ま
た
『
懐

風
藻
』
に
収
録
さ
れ
た
作
品
は
ほ
ぼ
集
団
の
場
で
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ

と
も
、
正
に
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
再
掲
し
た
①
の
記
述

を
み
る
と
、
天
智
朝
に
お
け
る
詩
文
の
発
生
を
述
べ
る
時
、
詩
宴
の
開
催
背

景
、
君
臣
唱
和
の
作
詩
形
式
、
百
篇
以
上
の
作
品
が
作
ら
れ
た
詩
宴
の
成
果

が
記
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
詩
そ
の
も
の
の
形
式
・
題
材
・
性
格
な
ど
へ

の
言
及
は
見
当
た
ら
な
い
。
こ
れ
も
詩
文
創
作
と
い
う
文
学
活
動
が
よ
り
重

視
さ
れ
た
証
拠
と
言
え
よ
う
。
従
っ
て
、「
懐
風
藻
序
」
の
詩
史
叙
述
の
中

心
と
な
る
「
詞
人
」
は
、
詩
文
創
作
に
長
じ
る
人
を
意
味
す
る
も
の
の
、
こ

こ
の
「
長
じ
る
」
と
は
創
作
技
法
の
巧
み
さ
よ
り
は
、
む
し
ろ
治
世
を
反
映

す
る
と
い
う
詩
文
創
作
の
役
割
を
よ
く
果
た
し
た
こ
と
と
理
解
す
べ
き
で
は

な
か
ろ
う
か
。
従
っ
て
、『
懐
風
藻
』
の
序
文
に
述
べ
ら
れ
た
上
代
詩
史
は

詩
の
歴
史
よ
り
も
む
し
ろ
作
詩
活
動
の
歴
史

0

0

0

0

0

0

0

と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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四
、「
懐
風
藻
序
」
の
詩
史
叙
述
と
そ
の
時
代

（
一
）
理
想
化
さ
れ
た
元
正
朝
以
前
の
詩
文
創
作

　

以
上
の
論
述
で
は
、「
懐
風
藻
序
」
の
詩
史
叙
述
に
お
け
る
「
詞
人
」
と

そ
の
作
品
が
選
ば
れ
た
理
由
に
つ
い
て
検
討
を
試
み
た
。
し
か
し
『
懐
風
藻
』

に
収
録
さ
れ
た
天
智
朝
以
後
の
多
く
の
詩
作
者
や
作
品
の
う
ち
、
四
人
の
四

首
の
作
品
の
み
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
理
由
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に

つ
い
て
先
行
研
究
で
は
、
中
国
の
長
い
詩
史
に
比
べ
、
日
本
の
漢
詩
創
作
は

ま
だ
発
足
期
に
あ
っ
た
た
め
、
詩
史
の
叙
述
に
取
り
上
げ
る
べ
き
作
者
や
名

作
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
っ
た
指
摘
が
あ
るＢ
。
し
か
し
前
章

で
既
に
論
じ
た
よ
う
に
、「
懐
風
藻
序
」
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
作
品
は
単
な

る
創
作
技
法
の
良
し
悪
し
で
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。
一
方
、
詩
作
者
の

う
ち
に
、
長
屋
王
や
藤
原
宇
合Ｃ
の
よ
う
に
、
こ
の
四
人
に
劣
ら
な
い
影
響
力

を
持
つ
人
物
は
確
実
に
い
る
わ
け
で
あ
る
の
で
、先
学
の
説
に
は
従
い
難
い
。

　
「
懐
風
藻
序
」
の
詩
史
の
叙
述
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
「
詞
人
」
達
は
「
騰

茂
実
於
前
朝
、
飛
英
声
於
後
代
」
と
評
価
さ
れ
た
。「
茂
実
」
と
「
英
声
」

は
何
れ
も
優
れ
た
名
声
、
高
い
評
判
の
こ
と
で
あ
る
（『
漢
語
大
詞
典
』）。
従
っ

て
こ
の
二
句
は
即
ち
、（
こ
の
四
人
の
「
詞
人
」
お
よ
び
彼
ら
の
作
品
を
）
前
代
に

優
れ
た
名
声
を
高
く
揚
げＤ
、
後
代
に
な
っ
て
も
き
っ
と
引
き
続
き
高
い
評
判

を
得
ら
れ
る
は
ず
だ
と
評
価
し
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
の
四
人
の
生
没
年
を

調
べ
る
と
、
彼
ら
は
何
れ
も
天
武
朝
以
後
、
元
正
朝
以
前
の
人
物
で
あ
る
こ

と
が
分
か
る
。『
懐
風
藻
』
が
天
平
勝
宝
三
年
（
七
五
一
）
に
成
立
し
た
こ
と

か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
編
者
は
恐
ら
く
聖
武
朝
（
七
二
四
〜
七
四
九
）
を
完
全
に

経
験
し
た
人
物
で
あ
る
。
従
っ
て
、
活
躍
時
期
で
言
え
ば
、
編
者
に
と
っ
て
、

序
文
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
四
人
は
「
前
朝
」
の
人
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ

ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
前
述
の
評
価
が
言
う
「
後
代
」
は
即
ち
聖
武
朝
か
ら

『
懐
風
藻
』
が
成
立
し
た
天
平
勝
宝
三
年
ま
で
（
聖
武
・
孝
謙
朝
）
の
こ
と
と

認
め
ら
れ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
四
人
の
「
詞
人
」
及
び
彼
ら
の
作
品
は
、

天
武
朝
以
後
の
創
作
活
動
の
代
表
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
と
言
え
よ
う
。

　

こ
こ
で
一
つ
の
問
題
が
現
れ
て
く
る
。
元
正
朝
を
界
に
し
て
改
め
て
『
懐

風
藻
』
の
詩
作
者
を
整
理
す
る
と
、
そ
の
活
躍
時
期
が
聖
武
朝
で
あ
る
者
は

む
し
ろ
人
数
的
に
多
い
。
自
分
が
生
き
て
い
る
時
代
に
言
及
せ
ず
、
前
代
の

文
業
の
み
を
治
世
を
象
徴
す
る
理
想
的
な
詩
文
創
作
と
し
て
取
り
上
げ
た
の

は
、
や
は
り
そ
れ
な
り
の
編
者
の
意
図
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

（
二
）『
懐
風
藻
』
の
編
纂
と
そ
の
時
代

（
前
略
）
余
以
薄
官
余
間
、
遊
心
文
囿
。
閲
古
人
之
遺
跡
、
想
風
月
之

旧
遊
。
雖
音
塵
眇
焉
、
而
余
翰
斯
在
。
撫
芳
題
而
遥
憶
、
不
覚
涙
之
泫

然
。
攀
縟
藻
而
遐
尋
、
惜
風
声

0

0

之
空
墜
。
遂
乃
収
魯
壁
之
余
蠹
、
綜
秦

灰
之
逸
文
。
遠
自
淡
海
、
云
曁
平
都
、
凡
一
百
二
十
篇
、
勒
成
一
巻
。

作
者
六
十
四
人
、
具
題
姓
名
、
并
顕
爵
里
、
冠
于
篇
首
。
余
撰
此
文
意

者
、
為
将
不
忘
先
哲
遺
風

0

0

。
故
以
懐
風
名
之
云
爾
。
于
時
天
平
勝
宝
三

年
歳
在
辛
卯
冬
十
一
月
也
。

（
余
薄
官
の
余
間
を
以
ち
て
、
心
を
文
囿
に
遊
ば
す
。
古
人
の
遺
跡
を

閲
、
風
月
の
旧
遊
を
想
ふ
。
音
塵
眇
焉
と
雖
も
、
余
翰
斯
に
在
り
。
芳

題
を
撫
で
て
遥
に
憶
ひ
、
涙
の
泫
然
る
る
こ
と
を
覚
ら
ず
。
縟
藻
を
攀

ぢ
て
遐
に
尋
ね
、
風
声

0

0

の
空
し
く
墜
ち
な
む
こ
と
を
惜
し
む
。
遂
に
乃

ち
魯
壁
の
余
蠹
を
収
め
、
秦
灰
の
逸
文
を
綜
べ
た
り
。
遠
く
淡
海
自
り
、

云
に
平
都
に
曁
ぶ
ま
で
に
、
凡
て
一
百
二
十
篇
、
勒
し
て
一
巻
と
成
す
。
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作
者
六
十
四
人
、
具
に
姓
名
を
題
し
、
并
せ
て
爵
里
を
顕
は
し
、
篇
首

に
冠
ら
し
む
。
余
が
此
の
文
を
撰
ぶ
意
は
、
将
に
先
哲
の
遺
風

0

0

を
忘
れ

ず
あ
ら
む
が
為
な
り
。
故
懐
風
を
以
ち
て
名
づ
く
る
云
爾
。
時
に
天
平

勝
宝
三
年
歳
辛
卯
に
在
る
冬
十
一
月
な
り
。） 

（「
懐
風
藻
序
」）

　

右
に
掲
げ
た
の
は
「
懐
風
藻
序
」
の
最
終
段
に
記
さ
れ
た
集
の
編
纂
事
情

で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
傍
線
部
に
よ
れ
ば
、
編
者
が
こ
の
詩
集
を
編
纂
し
、

「
懐
風
藻
」
と
名
付
け
た
の
は
、「
先
哲
遺
風
」（「
風
声
」）
の
「
空
墜
」
を
惜

し
ん
で
、
そ
れ
を
忘
れ
な
い
た
め
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
辰
巳

正
明
氏
や
小
林
渚
氏
は
こ
こ
の
「
風
」
と
は
即
ち
天
智
朝
の
詩
宴
が
象
徴
す

る
君
臣
和
楽
の
理
想
で
あ
る
と
解
釈
し
た
がＥ
、
実
際
に
『
懐
風
藻
』
の
作
品

を
見
る
と
、
君
臣
和
楽
と
無
関
係
な
も
の
も
多
数
編
入
さ
れ
て
い
る
の
で
、

両
氏
の
説
に
は
従
い
難
い
。

　

前
掲
の
記
述
で
は
、「
閲
古
人
之
遺
跡
、
想
風
月
之
旧
遊
。
雖
音
塵
眇
焉
、

而
余
翰
斯
在
。
撫
芳
題
而
遥
憶
、
不
覚
涙
之
泫
然
。
攀
縟
藻
而
遐
尋
、
惜
風

声
之
空
墜
」
と
い
う
『
懐
風
藻
』
の
編
纂
契
機
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
特
に
注
目
に
値
す
る
の
は
、
こ
の
記
述
に
は
前
人
の
詩
文
を
指
す
「
古
人

之
遺
跡
」、「
余
翰
」、「
縟
藻
」
の
よ
う
な
表
現
が
見
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
も
思
慕
の
情
を
喚
起
す
る
媒
介
に
す
ぎ
ず
、
本
当
の
思

慕
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
「
風
月
之
旧
遊
」、「
音
塵
」、

「
風
声
」
で
あ
る
。
諸
注
の
指
摘
の
と
お
り
、「
風
月
之
旧
遊
」
は
風
雅
な
昔

の
遊
び
、
つ
ま
り
詩
宴
の
こ
と
で
あ
り
、「
音
塵
」
は
人
の
音
沙
汰
・
消
息

の
こ
と
で
あ
る
。
問
題
と
な
る
の
は
「
風
声
」
の
意
味
で
あ
る
。「
林
新
注
」

は
そ
れ
を
人
々
の
様
子
と
解
釈
し
、「
澤
田
注
澤
」
や
「
辰
巳
全
注
」
は
そ

れ
を
前
代
の
詩
文
と
捉
え
るＦ
。
し
か
し
、「
風
声
」
を
人
々
の
様
子
或
い
は

詩
文
と
捉
え
る
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
一
方
、序
文
の
記
述
に
よ
れ
ば
、「
風

声
」
は
「
縟
藻
」（
詩
文
）
を
も
っ
て
尋
ね
る
対
象
で
あ
り
、
詩
文
そ
の
も

の
で
は
な
い
。『
漢
書
』「
司
馬
相
如
伝
」
に
「
率
邇
者
踵
武
、
聴
逖
者
風
声

（
邇ち
か

き
に
率
ふ
者
は
武あ
と

を
踵
み
、
逖と
ほ

き
を
聴
く
者
は
風
声
あ
り
）」
と
あ
り
、
そ
の
顔

師
古
注
は
「
風
声
、
総
謂
遺
風
嘉
聲
耳
（
風
声
は
、
総
じ
て
遺
風
嘉
聲
を
謂
ふ
の

み
）」
と
述
べ
る
。
ま
た
陸
機
は
「
文
賦
」
で
文
の
働
き
を
説
明
す
る
時
、「
済

文
武
於
将
墜
、
宣
風
声
於
不
泯
（
文
武
を
将
に
墜
ち
ん
と
す
る
に
済す
く

ひ
、
風
声
を

泯ほ
ろ

び
ざ
る
に
宣
ぶ
）」（『
文
選
』
巻
十
七
）
と
述
べ
、
そ
の
劉
良
注
は
「
宣
暢
風
俗
、

申
於
頌
声
、
至
於
不
泯
滅
也
（
風
俗
を
宣
暢
し
、
頌
声
に
申
び
、
泯
滅
せ
ざ
る
に

至
ら
し
む
）」
と
述
べ
る
。
以
上
の
用
例
、
特
に
「
懐
風
藻
序
」
の
記
述
と
類

似
す
る
表
現
を
持
つ
「
文
賦
」
の
例
を
前
章
で
論
じ
た
「
詞
人
」
の
列
挙
基

準
と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
当
該
序
文
の
「
風
声
」
は
恐
ら
く
治
世
を
象
徴

す
る
理
想
的
な
貴
族
の
あ
り
よ
う
を
指
し
て
い
よ
う
。
詩
集
の
編
纂
契
機
を

述
べ
る
部
分
に
、「
風
声
」
は
詩
会
（「
風
月
之
旧
遊
」）
や
詩
作
者
（「
音
塵
」）

と
一
緒
に
思
慕
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
点
か
ら

考
え
る
と
、「
風
声
」
が
指
す
理
想
的
な
貴
族
の
あ
り
よ
う
は
具
体
的
に
、

盛
ん
に
行
わ
れ
た
作
詩
活
動
に
反
映
さ
れ
る
、
文
雅
世
界
や
政
治
世
界
で
共

に
充
実
す
る
貴
族
の
様
子
と
も
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
で
一
つ
の
問

題
が
現
れ
て
く
る
。「
惜
風
声
之
空
墜
」、「
為
将
不
忘
先
哲
遺
風
」
が
『
懐

風
藻
』
の
編
纂
動
機
で
あ
る
な
ら
ば
、
つ
ま
り
編
纂
当
時
で
は
、
先
哲
の
遺

風
は
既
に
何
時
消
え
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ

れ
は
一
体
い
か
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

　
『
続
日
本
紀
』
養
老
五
年
正
月
庚
午
条
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
聖
武
天
皇
が

ま
だ
皇
太
子
で
あ
っ
た
時
、
紀
男
人
・
山
田
三
方
・
山
上
憶
良
・
越
智
広
江
・
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塩
屋
吉
麻
呂
・
刀
利
宣
令
な
ど
『
懐
風
藻
』
に
名
の
見
え
る
文
人
達
は
既
に

元
正
天
皇
の
詔
に
よ
っ
て
、
東
宮
（
後
の
聖
武
天
皇
）
に
侍
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
つ
ま
り
彼
は
若
い
年
で
既
に
風
流
文
雅
の
世
界
に
踏
み
込
ん
で
、
そ
の

よ
う
な
環
境
で
成
長
し
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。
実
際
に
即
位
し
た
後
も
、
聖

武
天
皇
は
文
人
を
制
度
的
に
育
成
す
る
よ
う
な
学
制
の
改
革
を
し
た
り
、
大

規
模
な
作
詩
活
動
を
行
っ
た
り
、
詩
文
創
作
を
推
奨
す
る
姿
勢
を
鮮
明
に
示

し
たＧ
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
詩
文
創
作
に
関
す
る
記
録
は
広
嗣
の
乱
（
七

四
〇
）
を
界
に
し
て
見
え
な
く
な
っ
た
。
同
じ
『
続
日
本
紀
』
の
記
述
に
よ

れ
ば
、
こ
の
広
嗣
の
乱
か
ら
孝
謙
天
皇
の
即
位
に
か
け
て
、
頻
繁
な
遷
都
、

藤
原
仲
麻
呂
と
橘
諸
兄
と
の
政
治
闘
争
、
度
重
な
る
自
然
災
害
、
財
政
に
大

き
な
負
担
を
か
け
た
盧
舎
那
大
仏
の
制
作
、
聖
武
天
皇
の
譲
位
な
ど
、
社
会

と
政
治
は
か
な
り
不
安
定
な
状
況
が
続
い
たＨ
。
律
令
国
家
の
秩
序
や
貴
族
の

生
活
が
動
揺
す
る
状
況
に
お
い
て
は
、「
懐
風
藻
序
」
の
詩
史
の
叙
述
に
記

さ
れ
た
よ
う
な
理
想
的
な
貴
族
の
あ
り
よ
う
を
反
映
す
る
自
然
や
人
事
の
詠

作
は
ま
ず
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
前
述
の
「
惜
風
声
之
空
墜
」
は
正
に
こ
の
よ

う
な
深
刻
な
現
実
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

前
章
で
既
に
論
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、「
懐
風
藻
序
」
に
お
け
る
詩
文

の
発
生
や
発
展
は
安
定
し
た
治
世
を
前
提
に
し
て
い
る
。
そ
れ
故
に
、『
懐

風
藻
』
に
収
録
さ
れ
た
聖
武
朝
の
作
品
は
決
し
て
少
な
く
は
な
い
が
、
広
嗣

の
乱
を
界
に
、
治
世
の
光
景
が
消
え
て
し
ま
い
、
そ
れ
を
反
映
す
る
作
詩
活

動
も
途
絶
え
た
以
上
、
聖
武
朝
を
理
想
と
し
て
詩
史
の
叙
述
に
取
り
入
れ
る

こ
と
も
当
然
不
可
能
で
あ
る
。
編
者
が
自
分
の
時
代
を
避
け
て
、
元
正
朝
以

前
の
四
人
の
み
を
序
文
に
取
り
入
れ
た
の
は
恐
ら
く
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
『
文
選
』
の
編
纂
中
心
は
「
選
」、『
詩
品
』
の
編
纂
中
心
は
「
品
」
で
あ

る
よ
う
に
、『
懐
風
藻
』
の
編
纂
中
心
は
「
懐
」
で
あ
る
。
政
治
や
社
会
及

び
貴
族
の
生
活
が
共
に
動
揺
し
て
い
た
時
期
に
強
い
史
的
な
意
識
を
も
っ

て
、
元
正
朝
以
前
の
詩
文
創
作
を
模
範
に
し
、『
懐
風
藻
』
と
い
う
漢
詩
総

集
を
編
纂
し
た
こ
と
は
、
聖
武
朝
前
期
を
も
含
む
昔
の
詩
文
創
作
へ
の
追
慕

で
も
あ
っ
た
一
方
、
孝
謙
朝
と
い
う
新
し
い
時
代
の
初
頭
に
、
治
世
を
反
映

す
る
詩
文
創
作
、
さ
ら
に
治
世
そ
の
も
の
の
再
興
を
も
願
っ
て
い
た
編
者
の

熱
望
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
「
懐
風
藻
序
」
に
お
け
る
上
代
詩
史
の
叙
述
に
焦
点
を
当
て
て
、

そ
こ
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
四
人
の
「
詞
人
」
の
選
定
基
準
に
対
し
、
検
討
を

試
み
た
。
詩
文
と
言
え
ば
、
直
ち
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
作
者
或
い
は
作
品
の

こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
一
種
の
公
式
性
を
兼
ね

た
日
本
の
漢
文
学
、
特
に
ま
だ
発
足
期
に
あ
っ
た
上
代
の
漢
文
学
に
と
っ
て

は
、
作
品
の
価
値
或
い
は
作
者
の
個
性
よ
り
も
、
む
し
ろ
詩
文
創
作
と
い
う

文
学
活
動
の
展
開
自
体
が
よ
り
大
切
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

認
識
を
も
と
に
、
本
稿
は
詩
文
創
作
と
い
う
文
学
活
動
を
対
象
に
し
た
「
懐

風
藻
序
」
の
詩
史
叙
述
の
特
徴
を
指
摘
で
き
た
と
思
う
。
ま
た
、『
懐
風
藻
』

の
編
纂
当
時
の
時
代
背
景
を
も
と
に
、
本
稿
は
序
文
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
四

人
は
共
に
元
正
朝
以
前
の
人
物
で
あ
る
こ
と
に
着
眼
し
、
そ
の
背
後
に
あ
る

編
者
の
史
的
考
慮
、
さ
ら
に
『
懐
風
藻
』
の
編
纂
動
機
を
も
推
定
し
た
。
一

つ
の
私
撰
集
と
し
て
、『
懐
風
藻
』
の
編
纂
に
は
編
者
個
人
の
意
志
が
大
き

く
作
用
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。
本
稿
が
扱
っ
た
「
懐
風
藻
序
」
の
記
述
は

正
に
そ
の
意
志
を
反
映
す
る
一
つ
の
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
そ
れ
を
解
読
す
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る
こ
と
に
よ
っ
て
、
上
代
漢
詩
に
対
す
る
正
確
な
認
識
に
よ
り
近
づ
い
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

◎
使
用
テ
キ
ス
ト

 

『
懐
風
藻
』・「
文
華
秀
麗
序
」
│
小
島
憲
之
校
注
『
懐
風
藻　

文
華
秀
麗
集　

本
朝

文
粋
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
）。「
文
選
序
」
│
『
文
選
』

（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
六
）。「
詩
品
序
」
│
『
詩
品
集
注
』（
上
海
古
籍
出
版

社
、
一
九
九
四
）。「
経
国
集
序
」
│
小
島
憲
之
『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学
』
中
（
下
）

Ⅰ
（
塙
書
房
、
一
九
八
五
）。『
類
聚
三
代
格
』
│
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
巻
二
十

五
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
）。『
令
集
解
』
│
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
巻
二
十

三
（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
〇
）。

※
付
記　

こ
の
論
文
は
二
〇
一
八
年
早
稲
田
大
学
国
文
学
会
秋
季
大
会
の
発
表
に
基
づ

い
て
、
修
正
や
補
足
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

注（
１

） 

『
懐
風
藻
』
の
本
文
及
び
詩
番
号
は
原
則
と
し
て
日
本
古
典
文
学
大
系
（
小

島
憲
之
校
注
、
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
）
に
よ
る
。

（
２

） 

川
崎
庸
之
「
懐
風
藻
に
つ
い
て
」（『
記
紀
万
葉
の
世
界
』
御
茶
ノ
水
書
房
、

一
九
五
二
）

（
３

） 

小
島
憲
之
「
上
代
に
お
け
る
詩
歌
の
表
現
」（『
国
風
暗
黒
時
代
の
文
学

（
上
）』
塙
書
房
、
一
九
六
八
）

（
４

） 

『
日
本
書
紀
』（
朱
鳥
元
年
十
月
庚
午
条
）
や
『
古
今
和
歌
集
』「
真
名
序
」

は
大
津
皇
子
を
詩
賦
の
祖
と
す
る
。
ま
た
先
学
の
評
価
に
つ
い
て
、
井
実
充
史

「
大
津
皇
子
の
詩
│
そ
の
文
学
史
的
位
置
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
十
三
、
一
九

九
四
・
七
）
参
照
。

（
５

） 

橋
本
達
雄
「
国
風
の
顕
揚
」（「
柿
本
人
麻
呂
の
地
盤
」『
万
葉
宮
廷
歌
人
の

研
究
』
笠
間
書
院
、
一
九
七
五
）、
月
野
文
子
「
懐
風
藻
│
大
宝
二
年
秋
の
行

幸
と
「
吉
野
詩
」
│
」（「
歌
謡
」『
古
代
文
学
講
座
第
９

巻
』
勉
誠
社
、
一
九

九
六
）
参
照
。

（
６

） 

『
懐
風
藻
』
に
は
不
比
等
の
作
に
和
す
る
大
津
首
の
「
和
藤
原
太
政
遊
吉
野

川
之
作
」（
83
）
と
葛
井
広
成
の
「
奉
和
藤
太
政
佳
野
之
作
」（
119
）
が
見
え
る
。

不
比
等
詩
に
対
す
る
具
体
的
な
分
析
や
評
価
に
つ
い
て
は
、
注
５

前
掲
の
月
野

氏
論
文
や
井
実
充
史
「
文
武
朝
の
侍
宴
応
詔
詩
│
唐
太
宗
朝
御
製
、
応
詔
詩
と

の
関
わ
り
│
」（『
国
文
学
研
究
』
一
一
五
、
一
九
九
五
・
三
）
参
照
。

（
７

） 

こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
諸
注
や
先
行
研
究
は
そ
の
成
立
時
期
が
高
市
麻
呂
の

復
任
の
前
で
あ
る
か
後
で
あ
る
か
に
対
し
て
異
論
は
あ
る
が
、
こ
れ
が
諫
言
事

件
に
関
係
す
る
も
の
で
あ
る
と
の
認
識
は
一
致
し
て
い
る
。
注
釈
書
と
し
て
は

林
古
渓
『
懐
風
藻
新
注
』（
明
治
書
院
、
一
九
五
八
）、
杉
本
行
夫
『
懐
風
藻
注

釈
』（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
四
三
）、
辰
巳
正
明
『
懐
風
藻
全
注
釈
』（
笠
間
書
院
、

二
〇
一
二
）
参
照
、
先
行
研
究
と
し
て
は
古
賀
精
一
「
大
神
朝
臣
高
市
麻
呂
考
」

（『
石
井
庄
司
博
士
喜
寿
記
念
論
集
上
代
文
学
考
究
』
塙
書
房
、
一
九
七
八
）、

胡
志
昂
「
大
神
氏
と
高
市
麻
呂
の
漢
詩
」（『
埼
玉
学
園
大
学
紀
要
』
十
二
、
二

〇
一
二
・
一
二
）、
土
佐
秀
里
「
大
神
高
市
麻
呂
の
復
権
│
そ
の
背
景
と
し
て

の
文
武
朝
│
」（『
国
文
学
研
究
』
一
二
八
、
一
九
九
九
・
六
）
参
照
。

（
８

） 

『
懐
風
藻
』
の
成
立
前
後
の
聖
武
・
孝
謙
朝
で
は
、
藤
原
仲
麻
呂
の
企
図
に

よ
り
、『
孝
経
』
の
普
及
が
実
現
さ
れ
、
そ
の
「
忠
孝
一
体
」
の
思
想
も
支
配

者
層
に
浸
透
し
て
き
た
。
諫
臣
の
重
視
は
即
ち
そ
の
浸
透
の
一
部
で
あ
る
。
先

学
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、『
懐
風
藻
』
と
同
時
代
に
成
立
し
た
『
藤
氏
家
伝
』
に

お
い
て
、
藤
原
鎌
足
と
藤
原
武
智
麻
呂
に
中
国
の
理
想
的
諫
臣
像
を
重
ね
合
わ

せ
る
と
い
う
こ
と
を
通
し
、
天
皇
の
補
佐
役
と
し
て
の
藤
原
南
家
の
正
統
性
を

強
調
し
よ
う
と
す
る
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
具
体
的
に
は
富
樫
進
「
諫
臣
の
系

譜
│
『
藤
氏
家
伝
』
に
お
け
る
君
臣
観
と
そ
の
特
質
」（『
日
本
文
学
』
五
六
、

二
〇
〇
七
・
九
）
参
照
。

（
９

） 

こ
の
詩
は
編
纂
の
時
点
で
既
に
残
欠
と
な
り
、
後
代
の
人
が
補
っ
た
二
句
と

一
緒
に
『
懐
風
藻
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
解
釈
に
つ
い
て
、
先
学
は
主

に
「
述
志
」
と
い
う
詩
題
を
も
と
に
、
そ
れ
を
述
懐
的
な
表
現
に
取
っ
て
い
る

が
、
し
か
し
述
懐
詩
で
あ
っ
て
も
、
述
懐
的
な
表
現
は
必
ず
し
も
最
初
の
句
に

来
る
わ
け
で
は
な
く
（
例
え
ば
蕭
綱
「
被
幽
述
志
詩
」（『
広
弘
明
集
』
巻
三
十

上
）
や
唐
太
宗
「
初
春
登
楼
即
目
述
懐
」（『
文
苑
英
華
』
巻
一
百
七
十
五
））、
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そ
の
対
と
な
る
文
武
天
皇
詩
の
主
眼
も
自
然
描
写
で
あ
る
の
で
、
や
は
り
こ
の

二
句
も
同
じ
自
然
風
景
の
描
写
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
10
） 
「
懐
風
藻
序
」
に
記
さ
れ
た
詩
文
の
発
生
は
天
智
朝
の
治
世
を
前
提
に
し
て

お
り
、
そ
の
隆
盛
は
即
ち
治
世
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
は
既
に
小
林
渚
「『
懐
風

藻
』
の
編
纂
│
「
以
時
代
相
次
」
の
思
想
を
辿
る
│
」（『
古
代
文
学
』
三
九
、

二
○
○
○
・
三
）、
李
満
紅
「『
懐
風
藻
』
序
文
の
性
格
│
「
旒
絋
無
為
」「
巌

廊
多
暇
」
に
つ
い
て
│
」（『
東
ア
ジ
ア
の
漢
籍
遺
産
：
奈
良
を
中
心
と
し
て
』

勉
誠
出
版
、
二
〇
一
二
）
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
11
） 

波
戸
岡
旭
「
序
文
考
│
『
文
選
』
序
文
と
の
比
較
」（『
上
代
漢
詩
文
と
中
国

文
学
』
笠
間
書
院
、
一
九
八
九
）
参
照
。

（
12
） 

『
懐
風
藻
』
に
お
け
る
収
録
詩
数
は
六
首
、
最
も
多
い
。『
尊
卑
分
脈
』
に
よ

れ
ば
、
佚
名
の
漢
詩
別
集
二
巻
が
あ
っ
た
と
い
う
。

（
13
） 

こ
の
一
句
は
難
解
で
、
諸
注
も
詳
し
く
説
明
し
て
い
な
い
。
唐
太
宗
『
帝
範
』

「
崇
文
篇
」
に
「
飛
英
声
、
騰
茂
実
、
光
於
不
朽
者
、
其
唯
学
乎
（
英
声
を
飛

ば
し
、
茂
実
を
騰
げ
、
朽
ち
ず
に
し
て
光
る
も
の
は
、
其
れ
唯
だ
学
の
み
か
）」

と
あ
り
、
先
行
研
究
に
は
こ
れ
を
当
該
箇
所
の
典
拠
と
見
な
す
指
摘
も
あ
る

（
波
戸
岡
旭
「
勅
撰
三
集
序
文
考
」（『
上
代
漢
詩
文
と
中
国
文
学
』
笠
間
書
院
、

一
九
八
九
））。
以
上
の
用
例
を
踏
ま
え
、
改
め
て
こ
の
一
句
の
意
味
を
考
え
る

と
、「
騰
茂
実
於
前
朝
」
は
即
ち
優
れ
た
名
声
を
前
代
に
高
く
揚
げ
る
と
い
う

意
味
で
あ
ろ
う
。

（
14
） 

注
10
前
掲
小
林
氏
論
文
や
辰
巳
正
明
「
懐
風
藻
の
詩
学
（
二
）
│
置
醴
の
遊

び
│
」（『
懐
風
藻
研
究
』
第
五
号
、
一
九
九
九
・
一
一
）
参
照
。

（
15
） 

注
７

前
掲
の
林
古
渓
注
釈
、
辰
巳
正
明
注
釈
、
ま
た
澤
田
総
清
『
懐
風
藻
注

釈
』（
パ
ル
ト
ス
社
、
一
九
九
〇
）
参
照
。

（
16
） 

『
類
聚
三
代
格
』
所
収
の
、
神
亀
五
年
七
月
二
十
一
日
に
公
布
さ
れ
た
格
や

『
令
集
解
』
の
大
学
寮
令
釈
所
引
天
平
二
年
三
月
二
十
七
日
官
奏
に
よ
れ
ば
、

聖
武
朝
に
お
い
て
は
、
二
回
に
わ
た
っ
て
の
学
制
改
革
が
行
わ
れ
、
文
章
博
士

と
文
章
生
が
新
た
に
設
置
さ
れ
、
文
人
を
制
度
的
に
育
成
す
る
学
制
が
成
立
し

た
と
い
う
。『
続
日
本
紀
』
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
神
亀
三
年
九
月
の
聖
武
天
皇

勅
に
従
い
、
文
人
百
二
十
人
が
玉
棗
の
詩
賦
を
献
じ
た
と
い
う
。
ま
た
同
書
の

天
平
十
年
七
月
癸
酉
条
に
よ
れ
ば
、
文
人
三
十
人
が
聖
武
天
皇
の
勅
に
奉
じ

て
、
大
蔵
省
の
宮
殿
前
の
梅
樹
を
詠
ん
だ
と
い
う
。

（
17
） 

広
嗣
の
乱
以
後
の
政
治
社
会
状
況
や
聖
武
天
皇
の
譲
位
に
つ
い
て
は
、
川
崎

庸
之
「
聖
武
天
皇
と
そ
の
時
代
│
天
平
十
七
年
に
い
た
る
│
」（『
南
都
仏
教
』

二
、
一
九
五
五
・
五
）
や
中
川
収
「
聖
武
天
皇
の
譲
位
」（『
日
本
歴
史
』
四
二

六
、
一
九
八
三
・
一
一
）
参
照
。

新　

刊　

紹　

介

浅
田
徹
著

『
恋
も
仕
事
も
日
常
も　

 

和
歌
と
暮
ら
し
た
日
本
人
』

　

茶
道
誌
『
な
ご
み
』
の
連
載
が
一
冊
と
な
っ

た
。「
第
一
章　

贈
り
合
う
歌
」「
第
二
章　

人
生

の
節
目
の
歌
」「
第
三
章　

み
ん
な
で
詠
む
歌
」

「
第
四
章　

私
的
な
歌
・
社
会
の
中
の
歌
」
で
構

成
さ
れ
て
い
る
。
一
般
読
者
向
け
の
や
さ
し
い
啓

蒙
書
で
は
あ
る
が
、
和
歌
の
本
質
を
ず
ば
り
踏
ま

え
、
専
門
的
な
知
識
も
た
い
へ
ん
に
分
か
り
や
す

く
説
明
さ
れ
て
い
る
。
第
三
章
の
「
定
数
歌
と
い

う
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
」
な
ど
は
、『
百
首
歌
』
の
著

者
な
ら
で
は
の
見
解
。
末
尾
に
、「
和
歌
の
世
界

を
も
っ
と
知
り
た
い
読
者
へ　

参
考
文
献
一
覧
」

を
付
し
、
行
き
届
い
て
い
る
。「
百
人
一
首
の
次

に
読
む
和
歌
」
に
は
、
研
究
者
と
し
て
の
著
者
の

見
識
が
示
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

（
二
〇
一
九
年
九
月
、
淡
交
社　

四
六
判　

一
九

二
頁　

本
体
一
六
〇
〇
円
） 

〔
雲
州
甲
乙
人
〕


